
Ｃ－１ 指導案・ワークシート

第４学年 道 徳 学 習 指 導 案

１ 主題名 ぼくの仕事 〈４－（２） 勤労〉

（資料名 「お母さんとの約束」 文渓堂）

２ 主題設定の理由

（１）ねらいとする価値について

勤労は汗をかき苦労することで，人に喜ばれたり，自分自身の充実感や喜びを味わうこと

ができ，その意義や大切さを感じることができる。しかし，子どもが家族の一員として「働

くこと」が当たり前だった頃と違い，生活が便利になり，家でも地域でも子どもが働いたり

手伝ったりすることが少なくなってきているため，勤労の喜びを味わう経験ができないでい

る。

本来働くということは楽しいことばかりではなく，たいへんなことが多いので児童は働く

ことを嫌がることもある。けれどもそれを乗り越えて，自分の仕事をやり遂げた時の成就感

や，他の人のために役立った喜びを体験していくことは，豊かな人間性をはぐくむためにも

大切なことだと考える。

（２）児童の実態

高学年の仲間入りをした児童は 「みんなのために働くことは良いことだ 」ということは， 。

十分に理解しており，自分達に与えられた仕事は，最後までやり抜こうという気持ちを持っ

ている。しかし，実際の生活の場では，自分から進んで仕事を見つけて働こうとする子はご

く少なく，決められた仕事でも長くしていると飽きてしまったり，体を動かしての仕事を嫌

う傾向がある。

児童が自分の仕事として働く場や周囲のみんなのために奉仕する場を設定し，体を使って

作業しがんばることによって，だれかのために役立つ喜びや満足感を味わわせ，進んで働こ

うとする意欲や態度を育てていきたい。

（３）資料について

もうすぐ赤ちゃんを産むお母さんとの約束で「ぼく」は，朝のごみ出しの仕事を引き受け

た。しかし，登校中の子どもたちの目が気になってしまい，仕事を引き受けたことを後悔し

ながらも続けた「ぼく」だった。

初めは仕方なくやっていたが，年をとったおばあさんがほめてくれ，手伝ってくれてうれ

しくなったことや，仕事を終えた後にすかっとしたという「ぼく」の気持ちの変化をとらえ

ることにより，進んで働くことの大切さや気持ちよさを感じ取りやすいと考える。

３ ねらい

働くことの大切さを知り，社会のために奉仕する心や，進んで働こうとする心情を養う。

４ 準備

場面絵，フラッシュカード，ワークシート

５ 他の教育活動との関連

委員会活動や縦割り班による掃除・学級内での係活動などを通して，みんなのために働くこ

とが児童自身気持ちよく生活していくことにつながることに気づかせる。また，資源回収やご

み０運動といった奉仕的学校行事で，汗をかきながら一生懸命取り組んだことで，働くことの

爽快感・成就感に気づき，進んで働こうとする心情を育てる。



６ 展開

時 学習活動 教師の主な発問と児童の反応 支援☆と評価◎

１ 家でのお手伝い 家で自分の仕事としてやっていることがあ ☆家でやっている手伝

導 について発表する りますか。 いについて事前にア。

ンケートしたものを

入 ・毎日やっていることは茶碗運びです。 表にする。

・時々，洗濯物干しをするよ。 ☆価値への方向付けを

５ ・お皿配りかな。 ・玄関そうじをするよ。 する。

２ 資料「お母さん 登校中，重いごみ袋を持ってごみ出しに行 ☆「ぼく」がお母さん

との約束」を聞い く「ぼく」はどんな気持ちだったのでしょう。 と約束したことを押

て話し合う。 さえ，実際に仕事を

・ごみ袋って重いな。 して味わうつらさと

・じろじろ見られたり，わらわれて恥ずかしい 約束を守ろうとする

な。 気持ちとの葛藤に十

・あんな約束しなければよかった。 分共感できるように

・いやだな。 する。

展 ・今度からはしたくないな。でも…

・お母さんは大変なんだから，ぼくがしなくち

ゃ。

年をとったおばあさんといっしょにごみの ☆見ていくだけの人も

開 片づけをした「ぼく」はどんなことを考え いる中で，がんばっ

たでしょう。 ていることを認めて

もらえる喜びに気づ

・最初はいやだったけどほめられてうれしい。 くことができるよう

・おばあちゃんありがとう。 にする。

・うれしいな。ぼくもがんばらなくっちゃ。

３５

◎あせびっしょりになって，学校に着いた「ぼく」はどんな気持 進んで働いた後のす☆

ちだったでしょう。 がすがしい気持ちを

感じ取らせたい。

・つかれたな。

・手がくさくなったけど，やってよかったな。 ◎進んで働くことの喜

， 。・きれいになって，すかっとしたよ。 び 爽快感に気づく

・なんだかすっきりしたよ。 【発 表】

３ 自分のことを考 「ぼく」のように，自分から進んで働いた ☆勤労体験で得た成就

える。 ことはありますか。その時感じた事を書い 感を確認し，これか

てみましょう。 らの生活の中で進ん

で働く意欲をもつこ

・家庭でのお手伝い。 とができるようにす

・資源回収でのこと。 る。

。・学校生活の中での係活動・当番活動のこと

終 ４ 友達の作文を聞 ごみ０運動のことについて書いた作文を読 ☆働くことの成就感を

く。 みます。 感じることができる

末 ような作文を範読す

５ る。



７ 資料分析

登場人物の言動 登場人物の心情判断 道徳的価値 主な発問とその意図

・お母さんがもうすぐ赤ち ・うれしいな。きょうだいがで

ゃんを産む時のこと。 きるんだ。

喜 び

・お母さんが重い物を持て ・お母さんの代わりにがんばる 自 信

ないので，ぼくは週三回 ぞ。任せてね。

の朝のごみ捨てを引き受

けた。

・朝，重いごみ袋を両手に ・ごみ袋って重いな。 ○登校中，重いごみ袋

持って登校する。他の子 ・じろじろ見られたり，笑われ を持ってごみ出しに

がじろじろ見たり，ひそ たりして恥ずかしいな。 後 悔 行く「ぼく」はどん

ひそ何か言ったり，ケラ ・あんな約束しなければよかっ 恥ずかしさ な気持ちだったでし

ケラ笑ったりする。 た。 ょう。

・お母さんとの約束と

・でも「お手伝い，お願い ・仕方ないな。 責 任 感 仕事のつらさとの葛

ね 」といわれると運ん ・お母さんは大変なんだからぼ 藤に共感させたい。。

でしまう。 くがしなくっちゃ。

・ある日，ごみ捨て置き場 ・収集車のおじさんが車に乗せ

に行くとごみが散らばっ るのが大変だな。

ていた。 ・汚いな。だれがしたのかな。 迷 い

・散らばっているごみを一 ・学校に行かないといけないの

か所に片づけていた。 に…。

・年をとったおばあさんが ・自分から進んで手伝ってくれ ○年をとったおばあさ

丸いせなかをますます曲 る人がいるんだな。 んと一緒にごみの片

げて手伝ってくれた。 ・おばあちゃん，ありがとう うれしさ づけをした「ぼく」

「あんた，小さいのにえら ・うれしいな。 はどんな気持ちだっ

いな。 ・ぼくもがんばらなくっちゃ。 たでしょう。

「おばあさん，ぼくがする ・がんばっていること

からいいよ 」 を認めてもらえる喜。

びに気づかせたい。

・全速力で学校まで走り， ・急がなくっちゃ。 あせびっしょりにな◎

あせびっしょりになっ ・疲れたな。 働く喜び って，学校に着いた

た。石けんで手をごしご ・すかっとしたな。 爽 快 感 「ぼく」はどんな気

し洗った。 ・やってよかったな。 成 就 感 持ちだったでしょ

・きれいになって気持ちいい う。

な。 ・進んで働いた後のす

がすがしい気持ちを

感じ取らせたい

・何ヶ月かして弟が生まれ ・ごみ出しの仕事は任せてね。 決 意

た。今ではごみ捨てがぼ ・進んでお手伝いするぞ。

くの手伝いになり，ごみ ・続けてがんばろう。

捨て置き場のそうじもぼ

くの仕事になった。



４年進んで働く ～お母さんと約束～

◎「ぼく」のように，自分からすすんで働いたことがありますか。その時の様子

や思ったことを書きましょう。


